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論文内容要旨
 私は膵外分泌の生理学的現象を観察する目的で,実験対象としてWistar系雄ラット71匹
 を選択し,次の様な実験方法を考案した・すなわち,ウレタン麻酔後・ラットを開腹し,総胆管
 起始部の直下で結紮し,結紮部直上から小カニューレを介して,肝胆汁を外部へ誘導した。次い
 で経口的に十二指腸球部より約1απ肛門側まで,潅流流入管を挿入し,また潅流流出管は十二指
 腸末端から,総胆管開口部より約1～2㎝肛門側まで挿入し,両者をそれぞれ十二指腸とともに
 結紮固定した。この術式によって,十二指腸内へ分泌される膵液は十二指腸潅流によって採集さ
 れるが,経時的に採集された潅流流出液についてHCO;および蛋白質濃度を測定した。実験動
 物を研究目的によって15groupに分け,(1)持続的に静注する場合のsecretinの適切な投
 与量の決定,(2)ラットにおけるsec'retinの生体内代謝,(3)ラットにおけるpancreozymin
 の生体内代謝,について検討し,次の様な結論を得た。1)secretin(Boots)を2時間持
 続的に股静脈から静注した場合・最大のHCOi分泌をもたらすsecfetin(Boots)の
 maximaldoseは3.o～3.5GHRu/1009/10minであり,また適切なSロbmax玉一
 maldoseは2・OCHRu/1009/10minである・2)ラットでは・HGOヨ分泌効果から
 みると,secretinの生物学的活性は肝を通過することによって,一部分非活性化されるもの
 と推測される。しかし,肝胆汁分泌からみると,この現象は明らかでない。3)ラットでは蛋白
 分泌効果からみて,pa皿creozymlnの生物学的活性は肝を通過することによって変化しない。
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 審査結果の要旨
 著者は膵外分泌の生理学的現象そ観察する目的で,実験対象としてWistar系雄ラット71
 匹を選択し,ラットを開腹して総胆管起始部の直下で結紮し,結紮部直上から小カニューヒ牽介
 して肝胆汁を外部へ誘導し,経口的に十二指腸球部より約1㎝肛門側まで潅流流入含を挿入し,
 また潅流流出管は十二指腸末端から,総胆管開口部より約1～2απ肛門側まで挿入し,両者をそ
 れぞれ十二指腸とともに結紮固定する。術式によ?て,経時的に採集された.膵液についてHGO5
 および蛋白質濃度を測定し,次の結論を得ている。1)Secretin(Boots)を2時間持続
 的に股静脈から静注した場合,最大のHCOτ分泌をもたらすSecretln(Boo亀s).のmaxim昇l
 doseは3.0～3.5GHRu/100g/10Minであり,また適切なSubmaximaldoseは2・O
 GHRu/100g/10Minである。2)ラットでは・HGO一分泌効果からみる≧・Secretin
 の生物学的活性は肝を通過することによって,一部分非活性化されると推測される。刃ラット
 では蛋白分泌効果からみて,pancre・zyminの生物学的活性は肝を通過することによって変化
 しない。
 したがって,本論文は学位を授与するに値するものと認める。
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